











































実践し，研究を積み重ねてきた. Andragogy （アンドラゴジー）という名称は， ドイツの教育者
Alexander Kappが1833年に Andragogikと命名したことに由来する． しかし，その後まもな











いうと， Andragogyとは，ギリシャ語の aner（成人）と agogos（～の指導者）から由来している











































行動主義 オペラント条 B. F.スキ リンフォース 機械的なアメ f底
件づけ ナー メント とムチによる
行動修正
新行動主義 衝動抑制 クラーク・ハ 各種習慣の階 有益な学習習
ノレ 層的関係 慣を育てる操
作













認知主義 発見学習 ジェローム・ 概念化 受容的で忍耐 中 中
ブルーナー コ－ f＇化のシ のある激励者
ステム





人間性主義 非指導的教授 カール・ロ 自己表現 学習者を理解 大 両
方法 ジャーズ 現象学的場 しつつその学
習を支援する


















































































































































を改めてからも（図 2を参照），アンドラゴジーの理論的な解明は続いた. Delahaye (1987), 
































































































































































1. 学習者が自分自身でできることには一切手を出さない（Pratt1988: 170). 
2. 学習者の活動を操ろうとしないで，学んでいる知識や行っている活動に対して自分自身の
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1. 「読tfJ 「書く J「聞く Jr話す」の四技能のうちで， どれを中心に勉強したいですか．希望
学習者にやさしい日本語教育



















マックス・ヴァンマノン（Maxvan Manen 1990, 1986, 1982）の提唱する解釈学的現象学の手
法に興味を覚えた筆者は， 目下， 日本語の学生にとって， 日本語の学習をするという経験はどの
ような本質をもっているのかを，現象学的な自聞を通して解明しようとしている．現象学という
と，難解な哲学的背景を持って生まれたものであるが，そのような議論は…切抜きにして，ひと
つの応用の仕方を挙げてみよう．
まず，実践の中で一番関心のあることを追求する間いを発してみる．そのような問いを究明す
る形であちこちから情報を集め，そのデータに基づいて推論を進め，さらにその推論を検証して
いくのである．高度な実験心理学や統計学上のテクニックなどはなくともよい．問いの中に含ま
れている特有な着眼点が鍵であって，それさえ正確に把撞した上で，聞いの究明を計れば，驚く
ほどの成果が得られることが試してわかる．著者の場合，このような問いを使って，過去数回に
亙るアクション・リサーチを試みた（Ariizumi1998）が，そのたびにショックを受けるほどそれ
ぞれの現象に対する理解や認識の変化を経験した．やってみれば，それほど難解ではない．中心
的な問いは，「この現象の本質的な特徴な何であろうかJ に代表されるように，物事の隠れた本
質に迫るものである．それらをノートに書きとめる．次に，自分のこれまでの経験に基づく知識
を総動員しながら，それらの問いに対して仮の結論を出し，それをまた書きとめる． 自分の結論
を読み返してみると，成功している部分とともに根拠のあやふやなところ，誤った推論など，さ
まざまな欠陥も見えてくるはずである．それらを，マークしながら，それらの欠陥を克服するに
はどのような情報収集と考察が必要かを考え，パランスがとれていて，できるだけ公平な情報収
集の計画を立て，それを再び書きとめるのである．次に，集まった情報に基づいて，聞いに対す
るそれまでの答えを詳しく吟味していく．その経過と結論もできるだけ細かく記録するようにす
る．以下，発問と追求のプロセスを納得のいく答えが得られるまで繰り返すのである．このよう
に，やってみれば単純な， しかし，時間と労力を要するプロセスを進めていくうちに，何度も，
新たな事実に目覚め，より深い理解と認識に導かれていくのである．現象学的なアプローチの特
徴は，現象の真髄に追っていこうとする聞いの発し方にある．大抵，ひとつの問いは，単純には
答れられずに，かえって，いくつもの関連する聞いを派生することになる． しかし，それらの派
生した質問の一つ一つを丁寧に検討していくうちに，最初の問いに対するもっと深くて正確な理
解が生まれ，答えにも接近していることに気づくのである．
